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本日お話したいこと 

1. リスクコミュニケーション（リスコミ） 

2. 「ハザード」コミュニケーションの問題 

3. （市民）参加型のコミュニケーション 
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 リスクコミュニケーションはリスクアナリシスの
ひとつの要素（『リスク評価を読み解くハンドブック p６』）。 

 リスク評価（科学的判断）とリスク管理（政策・
経営判断）を伝える。 

 リスクコミュニケーションは評価と管理を役立て
社会をよりよくするためにある（『同p15』）。 

 リスクコミュニケーションにはその先に相手が
いる。 
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１．リスクコミュニケーション（リスコミ） 
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 リスクは危険ではない。 

 「ハザード」（危害因子、有害性）「リスク」（危険
度、好ましくないことが起きる可能性）は別なも
のです。 

 「○○が危ない」というハザードの話が繰り替え
される（ハザードコミュニケーション）。 

 リスクの大きさが伝わらない。リスクコミュニケ
ーションにならない。  

                 『リスク評価ハンドブック p3』 

 

 

2．「ハザード」コミュニケーションの問題 
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リスクの考え方 
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Fairness （公平か）and competence（有効
か） 

プロセスの公正さ 

参加型の位置づけ 

（主催者側と市民側のずれ） 

文化的、政治的、社会的要素との関係 

（社会土壌）            （西澤、2003年） 

 

 

３．参加型のリスクコミュニケーション 
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